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１．研究計画の概要 

急拡大する熱帯早生樹植林の N2O 排出実
態と関連メカニズムを、インドネシア・ス
マトラ島のアカシア植林地ならびに天然性
二次林を対象として比較研究し、早生樹植
林における N2O 排出実態を時間軸（施業履
歴・林齢・季節）ならびに空間軸（地形・
土壌型）の両面から精度良く評価すると共
に排出メカニズムを解明し、その高い CO2

吸収能を維持しつつ N2O 排出を緩和する
ための施業オプションの検討を行なう。 

 

２．研究の進捗状況 

熱帯アジアで拡大するマメ科早生樹植林地
の亜酸化窒素排出源としての意味、排出実
態の詳細とそのメカニズム、ならびに排出
緩和オプションの検討を行うことを目的に、
インドネシア・スマトラ島のアカシア植林
地と天然性二次林を対象として、N2O 放出
速度の比較研究を実施している。現在まで
に得られた結果によれば、（１）アカシア植
林地は非マメ科の天然性林と比較して明ら
かに多量の N2O を排出しており、窒素固定
に起因する土壌中での窒素循環量の拡大が
その原因であること、（２）アカシア林にお
ける N2O 排出は明瞭な季節性を示し雨期
に多く乾季に少なく、これは雨季における
土壌中での酸素不足に起因する脱窒プロセ
スの拡大が原因であること、（３）N2O 放
出速度は植栽−収穫施業サイクル中で大き
く時間変動し、特に収穫直後の林地からの
N2O 排出速度は定常時の 4-5 倍に達し、こ
れは、収穫時に林地の残される多量の枝葉
や根などの資源の拡大と植被の除去に伴う
土壌の湿潤化と地温上昇が複合的に重なる

事が原因であること、（４）同一林分内での
N2O 排出には著しい空間的異質性が存在
し異質性を生み出す原因は季節によって異
なり、少雨期には有機物資源の偏在が多雨
期には土壌水分環境（酸素資源の利用性）
の不均一性がそれぞれその原因であること、
（５）リン制限のかかった熱帯の強風化土
壌にリン資源を施用すると、植物根が存在
しない条件下では N2O 発生はむしろ増加
するが、アカシアの根が存在するとリン制
限の解除によって植物による窒素吸収が促
進される結果 N2O 排出が抑制されること、
などを明らかにしている。 
 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している 

（理由）計画した主要な目的について一定の
成果を得るに至っているが、成果の公表をさ
らに進める必要がある。 

 

４．今後の研究の推進方策 
おおむね順調に進展しており、基本的にこの
まま研究を推進するが、これまで得られた成
果をさらに発展させるため、最終前年度応募
（採択済み）により研究期間の延長と研究内
容の追加を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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